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先日の朝、校門に立っていると低学年の男の子が、校門わきに生えていた植物について、名前や

気を付けることを教えてくれました。私には、そこまでの知識もなかったので、話を聞きながら「すごい

なぁ」と感心するばかりでした。 

子ども達の好きなことへの知識には、驚かされるばかりです。それは、歴史のことであったり、本の

ことであったり、好きなスポーツ選手のことであったりと様々です。そして、好きなことの話をしている

子ども達の顔は、自信に満ちていたり、笑顔だったりと、とてもキラキラしています。 

あと３週間足らずで夏休みが始まります。この長い休みの中で、子ども達が何か好きなことを見

付けたり、好きなことに思いっきり取り組んだりして欲しいと思っています。自分が興味をもっているこ

とや、好きなことにじっくりと取り組むことができるのが、この時期だと思います。 

子どもたちは、好きなことには夢中になれます。少しくらいの困難があっても好きだからあきらめず

に取り組んだり、続けたりすることができます。学校での授業のときとは違う一面を見せてくれるとき

もあります。自分で使える時間がたくさんある夏休みです。ぜひ、好きなことにじっくりと時間をかけ

て、もっと好きになって欲しいと思います。もし、好きなことがあまりなかったとしても、興味があること

にどんどん取り組んで欲しいと思います。その中から好きなことが見付かるかもしれないからです。

そういった点では、自分の好きなことを見付けるワクワク感があるのかもしれません。 

子どもにとっても、大人にとっても、好きなことがあるというのは、とても素敵なことだと思います。こ

の夏は、子どもたちが好きを探したり、もっと好きになったりする夏になって欲しいです。保護者の皆

様におかれましても、ぜひ子どもたちの好きを後押ししていただけたらと思います。よろしくお願いい

たします。 
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